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【２ớA】  図ἿὙἼ、箱Ἷ中Ἴ数字１、４Ἕ書ἜὝἰ玉Ἕ 

ἮὝἯὝ２個Ἣἵ、数字２、３Ἕ書ἜὝἰ玉ἝἮὝἯὝ 

１個Ἣἵ入ἴἷἕ。 

 箱Ἷ中Ἷ玉ὣὙἠἜἭἷ、玉ὣ１個取Ὓ出Ἠἷ数字ὣ 

調Ὂ、ἮὝὣ箱ἼὓἺἨἷἜ、ἰ、ὙἠἜἭἷ、玉ὣ 

１個取Ὓ出Ἠἷ数字ὣ調Ὂ。 

 ἤἿἹ、２回目Ἴ取Ὓ出Ἠἰ玉Ἴ書ἜὝἰ数字Ἕ、 

１回目Ἴ取Ὓ出Ἠἰ玉Ἴ書ἜὝἰ数字ὙὛὓ大ἠἻ確率 

ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 【２ớB】 １ἵἿἦἕἤὣ２回投ἣ、１回目Ἴ出ἰ目Ἷ数ὣ a 、２回目Ἴ出ἰ目Ἷ数ὣb ἹἪἹ、 � �3a b �  

Ἕ整数ἹἻ確率ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 【２ỜA】 数字２、３ὣ書ἕἰὯーᾍἝἮὝἯὝ２枚Ἣἵ、 

数字４ὣ書ἕἰὯーᾍἝ１枚Ἣἵἓ。ἤἿ５枚ἿὯーᾍὣ 

Ὑἠἴἷ、１枚Ὧーᾍὣ取Ὓ出Ἠ、ὯーᾍἼ書ἜὝἰ数字ὣ 

記録ἨἷἜ、取Ὓ出ἨἰὯーᾍὣ戻Ἠ、再ὄὙἠἴἷ、１枚 

Ὧーᾍὣ取Ὓ出Ἠ、ὯーᾍἼ書ἜὝἰ数字ὣ記録Ἢ。 

   ἤἿἹ、１回目Ἴ取Ὓ出ἨἰὯーᾍἼ書ἜὝἰ数Ἱ２回目 

Ἴ取Ὓ出ἨἰὯーᾍἼ書ἜὝἰ数字Ἷ和ἝỚ以上ἼἻ確率 

ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２ỜB】 １ἵἿἦἕἤὣ２回投ἣ、１回目Ἴ出ἰ目Ἷ 

 数ὣ a 、２回目Ἴ出ἰ目Ἷ数ὣb ἹἪ。 

  図Ἰ、２点 P、Q Ἷ座標ὀ、ἮὝἯὝ（Ớ，１）Ἱ 

 （１，Ớ）ἸἓὛ、R ὀ、直線
by x
a

 Ἱ線分 QP ἹἿ 

 交点Ἰἓ。ἤἿἹ、△OPRἿ面積Ἕ△OPQ Ἷ 

 面積Ἷ半分以上ἹἻ確率ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【２ờA】 １ἵἿἦἕἤὣ２回投ἣἹ、１回目Ἴ出ἰ目Ἷ数Ἕ、２回目Ἴ出ἰ数Ἷ倍数ἹἻ確率ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２ờB】 図ἿὙἼ、A ὣ書ἕἰὯーᾍἝ３枚、B ὣ書ἕἰ 

 ὯーᾍἝ２枚、C ὣ書ἕἰὯーᾍἝ１枚ἓ。ἤἿỚ枚ἿὯーᾍ 

 ὣὙἠἴἷ、１枚Ὧーᾍὣ取Ὓ出Ἠ、次ἼἮἿὯーᾍὣὓἺἨ、 

 再ὄ、Ὑἠἴἷ、１枚Ὧーᾍὣ取Ὓ出Ἢ。 

  ἤἿἹ、最ὓ起ἤὛὕἪἕἤἹἝὀ次ἿὦἜὯἸἿ 

 ἲἿἺὝἜ、ἮἿἜἻ符号ὣ書Ἳἦἕ。ἰ、ἮἿἹἿ 

 確率ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 ὦ AἝ２回出   Ὠ A Ἱ BἝ１回Ἣἵ出    Ὢ A Ἱ CἝ 1回Ἣἵ出 

 Ὤ BἝ 2回出   Ὦ B Ἱ CἝ１回Ἣἵ出   Ὧ CἝ２回出 
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[ R 1 B ]
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2

確率 H 2 6 ~ R 1

1

2 0 2 0 年 実施

Point
1 2 3 4 5 6 2 っ の さい ころ を 区別 して

1 表 を 作成 。

2 出る 目 の 数 の 禾責 が

3 6 の 倍数 に なる と こ に 〇

4
6 の 倍数 = 6 、

1 2
、

1 8
5 2 4 、

3 0
、

3 6

6 と なる 木蘭 に ○ を つける
。

※ 暗算 で いける とき は 値 を かか ない 。 元
は

二  E
nt

〖枚
の カード を 次 の よう に 区別 して 考える 。 国

1 枚 目
、

2 枚 目 を 樹 形 図 に 表す 。 ( 続け て 取り出す の で

IA - H と は なら ない )
2 1 3 1〇に 櫓誾 繩 望灣 ○ O 〇

。

④ 全て の 場合 の 数 は4×5=20通り
。

Point

n 樹 形 図 は 流れ が

④ 23 以上 は
1 枚 目 が ( ( A へ 3 の 5 通り ) 同じ なら ば

、 自分

○ の 敏 な ので 6 通り f = f が わかる くらい に

csy
省略 し て 時短

。



 

【２ớA】  図ἿὙἼ、箱Ἷ中Ἴ数字１、４Ἕ書ἜὝἰ玉Ἕ 

ἮὝἯὝ２個Ἣἵ、数字２、３Ἕ書ἜὝἰ玉ἝἮὝἯὝ 

１個Ἣἵ入ἴἷἕ。 

 箱Ἷ中Ἷ玉ὣὙἠἜἭἷ、玉ὣ１個取Ὓ出Ἠἷ数字ὣ 

調Ὂ、ἮὝὣ箱ἼὓἺἨἷἜ、ἰ、ὙἠἜἭἷ、玉ὣ 

１個取Ὓ出Ἠἷ数字ὣ調Ὂ。 

 ἤἿἹ、２回目Ἴ取Ὓ出Ἠἰ玉Ἴ書ἜὝἰ数字Ἕ、 

１回目Ἴ取Ὓ出Ἠἰ玉Ἴ書ἜὝἰ数字ὙὛὓ大ἠἻ確率 

ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 【２ớB】 １ἵἿἦἕἤὣ２回投ἣ、１回目Ἴ出ἰ目Ἷ数ὣ a 、２回目Ἴ出ἰ目Ἷ数ὣb ἹἪἹ、 � �3a b �  

Ἕ整数ἹἻ確率ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D 区別 し まし た 。

D ( A B A B

/ \ 。 同じ 物墜で 別 に 数える 。

③ 回 確率 の 分母 を 調べる

D ため の 樹 形 図 は 全て

1回 目 2 回 目 書き 出し て も 良い が 「
しく み 」

たち
は

) 騶。 次 は か

)製副) 鼗鷚? 嚼 で

234A

431 D ln _ 2 1 B - 2 2 - 3 3 - 和
3 3 4 A 4 13

④ 1 回 目 に 取る 玉 は 1 A  ~ 4 13 まで の 6 通り 的 4A 4,3

ある ので

6×6=36
通り が 全 2 の

4 B 4 13
の 1 3通り

場合 の 数 と なる
。 13

よって
-36

ck

Point

④ GAGLE) が 整数 と いう こと は
、

TEE の 中 の 1つ 1つ 姜人 を あてはめる の は

数 が  T 可 か の 2 乗 に なる と いう こと
と 2 も 大変 な ので

、 条件
から 考える 。

を 利用 する 。

TOTE = 整数 と いう こと は

a ( p  t 3 ) は 1
2

、

2
2

、

3
2

、

42.5162 0=02 の 形 に できる

という こと  o

の 6 通り の 値 を とる 。

a も b も さい ころ の 出目 な ので MAX 6
、

min 1 = 52=25 の とき ( 4
、

6 )

(52)
[ たと品年f荘 の 数 と なる 。

]
=

62=36
a ( 6

、

3 )

A ( D -1 3 ) = 22=4 の とき ( a 、
b ) = ( 1

、

1 )
以上 7 通り

= 3 た q n = ( 1
、

6 )7=42=16
い = ( 4

、

1 ) JE

(25)
wk



 

 【２ỜA】 数字２、３ὣ書ἕἰὯーᾍἝἮὝἯὝ２枚Ἣἵ、 

数字４ὣ書ἕἰὯーᾍἝ１枚Ἣἵἓ。ἤἿ５枚ἿὯーᾍὣ 

Ὑἠἴἷ、１枚Ὧーᾍὣ取Ὓ出Ἠ、ὯーᾍἼ書ἜὝἰ数字ὣ 

記録ἨἷἜ、取Ὓ出ἨἰὯーᾍὣ戻Ἠ、再ὄὙἠἴἷ、１枚 

Ὧーᾍὣ取Ὓ出Ἠ、ὯーᾍἼ書ἜὝἰ数字ὣ記録Ἢ。 

   ἤἿἹ、１回目Ἴ取Ὓ出ἨἰὯーᾍἼ書ἜὝἰ数Ἱ２回目 

Ἴ取Ὓ出ἨἰὯーᾍἼ書ἜὝἰ数字Ἷ和ἝỚ以上ἼἻ確率 

ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２ỜB】 １ἵἿἦἕἤὣ２回投ἣ、１回目Ἴ出ἰ目Ἷ 

 数ὣ a 、２回目Ἴ出ἰ目Ἷ数ὣb ἹἪ。 

  図Ἰ、２点 P、Q Ἷ座標ὀ、ἮὝἯὝ（Ớ，１）Ἱ 

 （１，Ớ）ἸἓὛ、R ὀ、直線
by x
a

 Ἱ線分 QP ἹἿ 

 交点Ἰἓ。ἤἿἹ、△OPRἿ面積Ἕ△OPQ Ἷ 

 面積Ἷ半分以上ἹἻ確率ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A B A B

Point

和 和 D 同じ もの は 区別 する 。

2 A
- 2 A 4 × 3 A - 2 A 5 X

2 31 4 X 2 B 5 X D 戻す か 戻さ ない  か Check

3 A 5 X 3 A 6 O

3 13 5 X 3 13 6 0

4 6 0 4 7 0

m ,
1 枚 目 が 213 の 313も l +1+3+3+5  

= l 3

時 も 同じ 同じ

l 3

4 -2A

60
全て の 場合 の 数 は

E
2 13 6 °

5×5=25 通り ーー /
3 A 7 O

n
3 13 7 0

2枚目 は
81枚 目 は

4 8 0
全て5通り 5 通り

( 1
、

6 )

venir

④ まず は 面積 が 半分 と なる 場合 を 考える 。

y / H / 1
、

1 6 .
、 )

それ は
、

点 R が PQ の 中点 の とき 。

P ( 6 、
1 ) Q ( l

、

6 ) な ので  中点 は (
、

笑 ) Point

= ( き た) 中点 は
、

x は 座標
それぞれ の 平均 で 求め られる

。

④ R ( て
、 f ) と いう こと は イ頃 きが 1 だ と いう こと

。

ab 1  2  3  4  5 6

つまり 傾き  で 三 1 と なる 9
、

b の 組み合わせ I 。  。  。 。 。  。

2 O O 〇 〇 〇

3 〇 〇
。 〇

を 数えれ ば 良い 。

「
両辺 a を かけ て b E 9

4 。 。
。

7 5 0
°

デ 二  

T 6 0

一、



 

【２ờA】 １ἵἿἦἕἤὣ２回投ἣἹ、１回目Ἴ出ἰ目Ἷ数Ἕ、２回目Ἴ出ἰ数Ἷ倍数ἹἻ確率ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２ờB】 図ἿὙἼ、A ὣ書ἕἰὯーᾍἝ３枚、B ὣ書ἕἰ 

 ὯーᾍἝ２枚、C ὣ書ἕἰὯーᾍἝ１枚ἓ。ἤἿỚ枚ἿὯーᾍ 

 ὣὙἠἴἷ、１枚Ὧーᾍὣ取Ὓ出Ἠ、次ἼἮἿὯーᾍὣὓἺἨ、 

 再ὄ、Ὑἠἴἷ、１枚Ὧーᾍὣ取Ὓ出Ἢ。 

  ἤἿἹ、最ὓ起ἤὛὕἪἕἤἹἝὀ次ἿὦἜὯἸἿ 

 ἲἿἺὝἜ、ἮἿἜἻ符号ὣ書Ἳἦἕ。ἰ、ἮἿἹἿ 

 確率ὣ求ὒἻἦἕ。 

 

 ὦ AἝ２回出   Ὠ A Ἱ BἝ１回Ἣἵ出    Ὢ A Ἱ CἝ 1回Ἣἵ出 

 Ὤ BἝ 2回出   Ὦ B Ἱ CἝ１回Ἣἵ出   Ὧ CἝ２回出 

2 回目

1 區 l 2 3 4 5 6 Point
l 0 1 こ た 考える の で は なく

2 O O
「

あてはまる し くみ 」
を 助ける

。

N

3 O 0 2 回 目 × 整数 倍 し た 木闌 を

4 〇 〇 〇
〇 つけ て いけ ば より 。

5 0 0 1 4 7
-

-_-

6 〇 o 〇 〇 36 1 8

→

Point

AI A 2 A 3 13 1
13 2 C 選択肢 が 多い 問題 は

Al ア ア ア イ イ ウ 正確 な 値 が 必要

A 2 ア ア ア イ イ ウ
な こと が 多い ので

A 3 ア ア ア イ イ ウ
丁寧 に 解こ う 。

B 、
イ イ イ I エ オ ア 、 、 、 f 爫 j ヴ  j

Bz イ イ イ エ エ オ
I 、 、 、  f オッ f かも

c ゥ ゥ ウオ オ オ

に イ 景 も
tk
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